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研究要旨 

目的：本研究では，労働者を対象としたメンタルヘルスの向上に関する研究において有用

と考えられるウェアラブル端末の使用について，研究への適応可能性を検討することを目

的に，調査を行った。 

方法：ウェアラブル活動量計を用いた研究動向を確認するため，文献検索およびレビュー

を行った。また，文献検索の結果から確認された各製品に関する情報収集を行った。 

結果：ウェアラブル活動量計，特にリストバンド型活動量計を用いた研究は多数報告され

ており，最終的に和論文 17 件，英論文 30 件がレビューの対象となった。その結果，17 メ

ーカーの 28 機種の活動量計・心拍計が確認された。そのうち 8 つのメーカーから，心拍測

定機能が搭載された製品が購入可能であることが確認された。ウェアラブル活動量計を用

いた研究内容としては，睡眠状態に関する研究は国内外で行われていたが，ストレスや抑

うつなどメンタルヘルスに関連する研究は該当しなかった。 

考察：不安･抑うつ，疲労，睡眠障害を測定することが可能な心拍測定機能を持つリストバ

ンド型活動量計は国内でも複数市販されており，メンタルヘルス向上を目的とした研究へ

の具体的な適用方法を検討し，研究への導入を進めていくことが今後必要と考えられる。

Ａ．はじめに 

近年ヘルスケア分野ではさまざまなウェ

アラブル端末が健康管理･増進のために用

いられており，セルフ･モニタリングを支援

するためには，常時身につけて持ち歩くこ

とができるウェアラブルセンサを活用する

ことが有効とされる（宮本ら，2014；杤久

保，2015）。特に労働生産性に影響を及ぼす

健康指標のうち，ウェアラブル端末で測定

が可能なものとして，不安･抑うつ，疲労，

睡眠障害は心電や心拍から測定できること

が指摘されている（高橋ら，2016）。

ウェアラブル端末は労働者を対象とした

メンタルヘルスの向上に関する研究にも有

用であると考えられ，研究への適応可能性

を検討することを目的として調査を行った。 

Ｂ．対象と方法 

１．ウェアラブル端末に関する文献検索 

ウェアラブル活動量計，特にリストバン

ド型活動量計を用いた研究動向を確認し，

ストレスチェックやメンタルヘルス向上の

ための研究への適応可能性について検討す

ることを目的に，2016 年 11 月から 2016

年 12 月にかけて，文献検索データベース

（PubMed，医学中央雑誌）を用いて文献

検索を実施した。各データベースにおいて

使用した検索語を表 1 に示した。

２．各製品に関する情報収集 

 文献検索の結果から挙がった各製品につ

いてメーカーのホームページを確認し，測
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定項目･バッテリー持続時間･最大計測記録

時間について情報収集を行った。 

Ｃ．結果 

１．ウェアラブル端末に関する文献検索 

表 2 に，文献レビューの結果の要約を示

した。以下では，文献検索の概要と主な結

果について記述する。 

検索① 

PubMed においては最終的に，検索式

(stress) AND ("activity tracker" OR 

“activity monitor” OR "fitness tracker" 

OR "fitness monitor" OR "sleep tracker” 

OR “sleep monitor")で該当した 122 件の論

文について，Abstract 及びオンラインで入

手可能な論文をチェックし，特に 2000年以

降で製品名が記載されている論文について

確認した。 

検索② 

前述の検索①で挙がった製品名について，

それぞれ PubMed を用いて検索し，

Abstract 及びオンラインで入手可能な論文

を確認した。 

国内製品であるエプソンの Pulsense は

製品名で該当する論文がなかった。海外製

の Fitbit，Jawbone，Garmin などは製品

名でも該当する論文があり，このうち 2015

年～2016 年の最新の論文について確認し

た。 

特に製品名による検索結果では，複数の

機種を用いて歩数，移動距離，活動時間，

エネルギー消費量，睡眠時間などを測定し

て精度や機能についての比較研究が報告さ

れていた。

検索③ 

医学中央雑誌を用いて，検索式(ウェアラ

ブル/AL) AND (PT=会議録除く)で該当し

た 82 件，および検索式(活動量計/AL) AND 

(PT=会議録除く)で該当した 93 件の文献の

抄録を確認した。 

睡眠に関連する研究は含まれていたが，

特に脈拍測定機能のある活動量計について

は該当がなかった。このため，検索式(脈拍

計/AL)で再度検索し，該当した 28 件の文献

（うち会議録が 17 件）の抄録をさらに確認

した。 

その結果，「腕時計型脈拍計」「携帯型脈

拍計」「ウェアラブル型加速度計付脈拍計」

を用いた研究が複数報告されていた。ただ

し抄録には製品名が記載されていないこと

が多く，特に会議録については確認できな

かった。活動量計・脈拍計を用いた国内の

論文では，身体活動量の測定の他，精神科

患者を対象とした睡眠状態の測定，糖尿病

患者を対象とした運動療法に関する研究が

中心で，ストレスや抑うつなどのメンタル

ヘルスに関連する研究は該当しなかった。

検索①②③の結果，最終的に和論文 17 件，

英論文 30 件がレビューの対象となり，計

17 のメーカーの 28 機種の活動量計・心拍

計が確認された（表 2）。 

２．各製品に関する情報収集 

上記の 28 機種について，メーカーのホー

ムページから情報が得られる範囲で，測定

項目･バッテリー持続時間･最大計測記録時

間についてそれぞれまとめた（表 2）。

 その結果，17 のメーカーのうち 8 つのメ

ーカーから，心拍（脈拍）測定の機能が搭

載された製品が購入可能であることが確認

された。 

Ｄ．考察 

ウェアラブル端末に関する文献レビュー

の結果，リストバンド型活動量計を用いた

研究が国内外で多数実施されていることが

分かった。研究の内容は，精度に関する比

較研究，身体活動量の測定や運動療法に関

する研究の他，睡眠状態の測定に関する研

究が主であった。ストレスや抑うつなどの

メンタルヘルスに関連する研究は確認され

ず，特に労働者を対象としたメンタルヘル

スの向上に関する研究への適用はまだなさ

れていないものと考えられる。

一方で，各製品に関する情報収集の結果

から，国内で市販されている活動量計につ

いて，複数の心拍測定機能を持つリストバ

ンド型活動量計が使用可能であることが明

らかになった。

Ｅ．結論 

本研究では，ウェアラブル端末，特にリ

ストバンド型活動量計に関する研究動向を

レビューすること，および研究への適応可

能性について検討することを目的とした。

86



その結果，近年，リストバンド型活動量

計を用いた研究が多数報告されていること

が確認された。内容としては，睡眠状態に

関する研究は国内外で行われている一方で，

ストレスや抑うつなどのメンタルヘルスに

関連する研究は該当しなかった。

不安･抑うつ，疲労，睡眠障害を測定する

ことが可能な心拍測定機能を持つリストバ

ンド型活動量計は国内でも複数市販されて

おり，今後はウェアラブル端末をストレス

チェックやメンタルヘルス向上に関連する

研究にどのように適用するかについて具体

的な使用方法を検討し，実際に研究への導

入を進めていくことが必要と考えられる。

Ｆ．健康危険情報 

該当せず。 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 

該当せず。 

２．学会発表 

該当せず。 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

該当せず。 
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greatly over-report their physical 

activity level: a validation study. 

BMC Sports Sci Med Rehabil, 8, 10. 

doi: 10.1186/s13102-016-0035-z. 

*(b) Wallen MP, Gomersall SR, Keating 

SE, Wisløff U, Coombes JS (2016). 

Accuracy of Heart Rate Watches: 

Implications for Weight Management. 

PLoS One, 11(5), e0154420. 

*(j) Weippert M, Kumar M, Kreuzfeld S, 

Arndt D, Rieger A, Stoll R (2010). 
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Comparison of three mobile devices 

for measuring R-R intervals and 

heart rate variability: Polar S810i, 

Suunto t6 and an ambulatory ECG 

system. Eur J Appl Physiol, 109(4), 

779-86.

*山本多香子 (2006). 高齢者の日常生活に

及ぼす集中的なモーニングケアの効果. 

日本看護研究学会雑誌, 29(1),107-117. 

注）レビュー対象論文（表 2）に関しては，

著者名の冒頭に*を付した。(a)～(j)につ

いては表 2 に対応。 

表 1. 各データベースにおいて文献検索に使用した検索語 

データベース 検索語 

PubMed 

検索① 

(activity OR fitness OR sleep) AND (tracker OR monitor) AND 

stress : 2307件 

"activity tracker" OR “activity monitor” OR "fitness tracker" OR 

"fitness monitor" OR "sleep tracker” OR “sleep monitor" : 2292 件 

(stress) AND ("activity tracker" OR “activity monitor” OR "fitness 

tracker" OR "fitness monitor" OR "sleep tracker” OR “sleep 

monitor") :122 件 

検索② 

上記の検索①で確認された各製品名について検索をおこなった。 

医学中央雑誌 

(ウェアラブル/AL) AND (ストレス/TH or ストレス/AL):4 件

(ウェアラブル/AL) AND (PT=会議録除く):82 件

(活動量計/AL) AND (ストレス/TH or ストレス/AL):1 件 

(活動量計/AL) AND (PT=会議録除く):93 件 

(脈拍計/AL):28 件(うち会議録 17 件) 
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表
2. レ

ビ
ュ
ー
結
果

 
（
各
製
品
情
報
は

2016
年

12
月
時
点
の
公
式
サ
イ
ト
に
よ
る
）

 

通
し

 

番
号

 
メ
ー
カ
ー

 
製
品
名
･型
番

 
測
定
項
目

 

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に

 

関
連
す
る
項
目

 
学
術
論
文
に
お
け
る
使
用
実
績

 

バ
ッ
テ
リ
ー
持
続

時
間

 

最
大
計
測
記
録

時
間

 

１
－
１

 
エ
プ
ソ
ン

 

E
pson

 

パ
ル
セ
ン
ス

 

P
u
lsen

se 

脈
拍
計
測
機

能
付
活
動
量

計
 

P
S

-6
0
0
B

/C
 

心
拍
数

(脈
拍

), 活
動

量
(加
速
度

), 歩
数

, 

移
動
距
離

, 消
費
量

, 

睡
眠
時
間

, 睡
眠
の

質
, こ

こ
ろ
バ
ラ
ン

ス
 

こ
こ
ろ
バ
ラ
ン
ス
（
非
活
動
時
の
こ
こ
ろ

の
状
態
）：
運
動
し
て
い
な
い
の
に
脈
拍

が
高
け
れ
ば
「
エ
キ
サ
イ
ト
」，
低
け
れ

ば
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
」
と
し
て
記
録
。

1
日

の
こ
こ
ろ
バ
ラ
ン
ス
を
メ
ー
タ
ー
で
表

示
。
い
つ
，
ど
こ
で
こ
こ
ろ
の
状
態
に
変

化
が
あ
っ
た
か
を
地
図
上
に
表
示
・
記
録

可
能
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
位
置
情
報
機

能
と
連
動
）

 

・
杤
久
保

(2015)に
て
製
品
紹
介
．

 

・
轟
ら

(2015)の
会
議
録
に
て
測
定
に
使
用
．

 

約
7
日
間

(省
電

力
オ
ン
時

) 

約
5
日
間

(省
電

力
オ
フ
時

) 

約
4
8
0
時
間

 

１
－
２

 
P

S
-5

0
0
B

 
約

3
6
時
間

 
約

4
8
0
時
間

 

１
－
３

 
P

S
-1

0
0
B

L
/B

S
/T

S
 

約
3
6
時
間

 
約

4
8
0
時
間

 

２
－
１

 
フ
ィ
ッ
ト

ビ
ッ
ト

 

F
itb

it 

F
itb

it 
C

h
a
rge H

R
 

心
拍
数

(脈
拍

), 歩

数
, 
移
動
距
離

, 

活
動
量

, 消
費
量

, 

睡
眠
時
間

, 
睡
眠

の
質

 

P
u

reP
u

lse
心
拍
計
を
搭
載

 
・
長
田
ら

(2
0
1
6
)が
睡
眠
状
態
の
測
定
に
使
用
．

 

・
L

in
d
sa

y
 &

 C
h

a
e(2

0
1
6
), L

ee
ら

(2
0
1
6
)が
学
会
発
表
に
て
使
用
．

 

・
B

rook
e
ら

(2
0
1
6
)が

F
itb

it C
h
a
rgeH

R
, F

itb
it F

lex
, N

ik
e+

 F
u
el B

a
n
d
 

S
E

, 
G

a
rm

in
 

V
ivoF

it, 
M

isfit 
S

h
in

e, 
J
a
w

b
on

e 
U

P, 
P

ola
r 

L
oop

, 

S
en

seW
ea

r A
rm

b
a
n

d
 の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
・
睡
眠
時
間
を
比
較

(*a
)．

 

・
W

a
llen

ら
(2

0
1
6
)が

F
itb

it C
h

a
rg

eH
R

, M
io A

lp
h
a
, A

p
p
le W

a
tch

, 

S
a
m

su
n

g G
ea

r S
の
心
拍
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
比
較

(*b
)．

 

・
J
o
ら

(2
0
1
6
)が

F
itb

it C
h
a
rgeH

R
と

E
C

G
を
比
較
．

 

5
日
間

 
7
日
間

 

（
メ
モ
リ
：

過
去

3
0
日
間

分
記
録
）

 

２
－
２

 
フ
ィ
ッ
ト

ビ
ッ
ト

 

F
itb

it 

F
itb

it 
C

h
a
rge 2

 

（
２
－
１
の
後
継
機

種
）

 

心
拍
数

(脈
拍

), 歩

数
, 
移
動
距
離

, 

活
動
量

, 消
費
量

, 

睡
眠
時
間

, 
睡
眠

の
質

 

P
u

reP
u

lse
心
拍
計
を
搭
載

, 

ス
ト
レ
ス
管
理
と
し
て
ガ
イ

ド
付
き
呼
吸
セ
ッ
シ
ョ
ン
機

能
を
搭
載

 

5
日
間

 
7
日
間

 

（
メ
モ
リ
：

過
去

3
0
日
間

分
記
録
）

 

２
－
３

 
フ
ィ
ッ
ト

ビ
ッ
ト

 

F
itb

it 

F
itb

it 
F

lex
 

歩
数

, 移
動
距
離

, 

活
動
量

, 消
費
量

, 

睡
眠
時
間

 

脈
拍
測
定
機
能
な
し

 
・

K
ooim

a
n
ら

(2
0
1
5
)が

F
itb

it 
F

lex, 
F

itb
it 

Z
ip

, 
L

u
m

ob
a
ck

, 
J
a
w

b
on

e 
U

p
, 

N
ik

e+
 F

u
elb

a
n
d
 S

E
, M

isfit S
h
in

e, W
ith

in
gs P

u
lse, O

m
ron

 H
J
-2

0
3
, Y

a
m

a
x 

D
igiw

a
lk

er S
W

-2
0
0
, M

oves(m
ob

ile a
p
p
lica

tion
)の
歩
数
の
精
度
な
ど
を
比
較

(*c)．
 

・
B

rook
e
ら

(2
0
1
6
)が
比
較
研
究
に
使
用

(*a
)．

 

・
H

u
a
n
g
ら

(2
0
1
6
)が

F
itB

it F
lex, F

itb
it O

n
e, F

itb
it Z

ip
, J

a
w

b
on

e U
P

2
4
, N

ik
e+

 

F
u
elB

a
n
d
, G

a
rm

in
 V

ivofit, Y
a
m

a
x C

W
-7

0
1
, O

m
ron

 H
J
-3

2
1
の
歩
数
・
移
動
距
離

カ
ウ
ン
ト
の
エ
ラ
ー
を
比
較

(*d
)．

 

・
M

ercer
ら

(2
0
1
6
)が

F
itb

it F
lex, M

isfit S
h
in

e, W
ith

in
g
s P

u
lse, J

a
w

b
on

e U
P

2
4
, 

N
ik

e+
 F

u
elB

a
n
d
 S

E
, P

ola
r L

oop
, S

p
a
rk

 A
ctivity T

ra
ck

er(S
p
a
rk

P
eop

le)の
機
能

を
比
較

(*e)．
 

・
B

a
iら

(2
0
1
6
)が

F
itb

it F
lex

, J
a
w

b
on

e U
p
2
4
, M

isfit S
h
in

e, N
ik

e+
 F

u
elb

a
n
d
 S

E
, 

P
ola

r L
oop

の
歩
数
な
ど
の
精
度
を
比
較

(*f)．
 

・
R

eid
ら

(2
0
1
6
)が

F
itb

it F
lex, F

itb
it O

n
e, A

ctigra
p
h
  G

T
3
X

+
の
精
度
を
比
較
．

  

5
日
間

 
7
日
間

 

（
メ
モ
リ
：

過
去

3
0
日
間

分
記
録
）
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表
2. レ

ビ
ュ
ー
結
果
（
続
き
）

 

通
し

 

番
号

 
メ
ー
カ
ー

 
製
品
名
･型
番

 
測
定
項
目

 

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に

 

関
連
す
る
項
目

 
学
術
論
文
に
お
け
る
使
用
実
績

 

バ
ッ
テ
リ
ー
持
続

時
間

 

最
大
計
測
記
録

時
間

 

２
－
４

 
フ
ィ
ッ
ト

ビ
ッ
ト

 

F
itb

it 

F
itb

it 

 

O
n

e 

（
※
ク
リ
ッ
プ
式
）

 

歩
数

, 
活
動
量

, 

消
費
量

, 
睡
眠
時

間
 

脈
拍
測
定
機
能
な
し

 
・
北
村
ら

(2
0
1
6
)が
身
体
活
動
量
（
歩
数
）
の
測
定
に
使
用
．

 

・
H

u
a
n
g
ら

(2
0
1
6
)が
比
較
研
究
に
使
用

(*d
)．

 

・
R

osen
b
erger

ら
(2

0
1
6
)が

F
itb

it O
n

e, A
ctiG

ra
p
h

 G
T

3
X

+
, a

ctiv
P
A

L
, 

G
E

N
E

a
ctiv

(
大
腿
部

), 
J
a
w

b
on

e 
U

p
, 

L
U

M
O

b
a
ck

(
腰
部

), 
N

ik
e 

F
u
elb

a
n

d
, O

m
ron

 p
ed

om
eter, Z

-M
a
ch

in
e(頭

部
)と
睡
眠
・
座
位
・
活
動
時

間
な
ど
を
測
定
し
て
比
較

(*g
)。

 

・
O

'C
on

n
ellら

(2
0
1
6
)が

F
itb

it O
n
e, G

a
rm

in
 V

ivofit, N
ew

 L
ifestyles' 

N
L

-2
0
0
0
 

p
ed

om
eter, 

W
ith

in
g
s 

S
m

a
rt 

A
ctivity

 
M

on
itor 

T
ra

ck
er 

(P
u
lse O

2
)と
歩
数
な
ど
の
精
度
を
比
較

(*h
)．

 

・
L

e
ら

(2
0
1
6
), E

isen
h
a
u

er
ら

(2
0
1
6
)が
活
動
量
な
ど
の
測
定
に
使
用
．

 

1
0～

1
4
日
間

 
7
日
間（

メ
モ

リ
：
過
去

2
3

日
間
分
を
記

録
）

 

３
 

ジ
ョ
ウ
ボ

ー
ン

J
a
w

b
on

e 

B
lu

etooth
 

ラ
イ
フ
ロ

グ
 リ

ス
ト

バ
ン

ド
 

U
P

 

U
P

3
 

心
拍
数

(脈
拍

), 歩

数
, 
移
動
距
離

, 

活
動
量

, 消
費
量

, 

睡
眠
時
間

, 
睡
眠

の
質

 

心
拍
測
定
機
能
を
搭
載

 
・

K
ooim

a
n
ら

(2
0
1
5
)が
比
較
研
究
に
使
用

(*c)．
 

・
B

rook
e
ら

(2
0
1
6
)が
比
較
研
究
に
使
用

(*a
)．

 

・
H

u
a
n
g
ら

(2
0
1
6
)が

U
P

2
4
を
比
較
研
究
に
使
用

(*d
)．

 

・
R

osen
b
erger

ら
が
比
較
研
究
に
使
用

(*g
)．

 

・
M

ercer
ら

(2
0
1
6
)が

U
P

2
4
を
比
較
研
究
に
使
用

(*e)．
 

・
B

a
iら

(2
0
1
6
)が

U
P

2
4
を
比
較
研
究
に
使
用

(*f)．
 

・
G

om
ersa

llら
(2

0
1
6
)が

F
itb

it O
n
e(腰

部
装
着

), A
ctiG

ra
p
h

 G
T

3
X

+
と
と

も
に
歩
数
・
活
動
時
間
・
休
息
時
間
の
測
定
に
使
用
．

 

7
日
間

 
（
ア
プ
リ
で

記
録
）

 

４
 

ガ
ー
ミ
ン
 

G
A

R
M

IN
 

V
ivo 

V
ivoF

it,  

V
ivosm

a
rt H

R
 J

, 

V
ivosm

a
rt J

 H
R

+
 

心
拍
数

(脈
拍

), 歩

数
, 
移
動
距
離

, 

活
動
量

, 消
費
量

, 

睡
眠
時
間

 

V
ivosm

a
rt H

R
 J
お
よ
び

 

V
ivosm

a
rt J

 H
R

+
 は

心
拍

測
定
機
能
を
搭
載

, 

V
ivoF

it
は
別
売
の
心
拍
セ
ン

サ
と
連
携

 

・
B

rook
e
ら

(2
0
1
6
)が

V
ivoF

it
を
比
較
研
究
に
使
用

(*a
)．

 

・
H

u
a
n
g
ら

(2
0
1
6
)が

V
ivoF

it
を
比
較
研
究
に
使
用

(*d
)．

 

・
E

h
rler

ら
(2

0
1
6
)が

G
a
rm

in
 

v
ivofit, 

iH
ea

lth
 

a
ctiv

ity
 

m
on

itor, 

W
ith

in
gs P

u
lse O

2
, M

isfit S
h

in
e
の
歩
数
な
ど
の
精
度
を
比
較

(*i)．
 

・
O

'C
on

n
ellら

(2
0
1
6
)が

V
iv

oF
it
を
比
較
研
究
に
使
用

(*h
)．

 

5
日
間

 
1
4
日
間

 

５
－
１

 
ポ
ラ
ー
ル

 

P
ola

r 

心
拍
計

 
V

A
N

T
A

G
E

 N
V

 

※
旧
機
種

 

 
 

・
T
a
k
k
en

ら
(2

0
0
9
), S

a
n

ton
e
ら

(2
0
1
4
)が
心
拍
の
測
定
に
使
用
．

 
 

 

５
－
２

 
ポ
ラ
ー
ル

 

P
ola

r 

心
拍
計

 
S

8
1
0
i 

※
旧
機
種

 

 
 

・
W

eip
p
ertら

(2
0
1
0
)が

P
ola

r S
8
1
0
i, S

u
u
n

to T
6
で
心
拍
を
測
定
し
て

E
C

G

と
比
較

(*j)．
 

・
T
a
n

a
k
a
ら

(2
0
1
2
)が
国
内
で
心
拍
の
測
定
に
使
用
．

 

 
 

５
－
３

 
ポ
ラ
ー
ル

 

P
ola

r 

ス
ポ
ー
ツ

心
拍
計

 

R
S

8
0
0
sd

 

※
旧
機
種

 

 
 

・
G

rigg
ら

(2
0
1
0
)が
活
動
量
の
測
定
に
使
用
．

 
 

 

５
－
４

 
ポ
ラ
ー
ル

 

P
ola

r 

ス
ポ
ー
ツ

心
拍
計

 

P
E

 4
0
0
0
 

※
旧
機
種

 

 
 

・
B

ora
h

 &
 K

a
lita

(2
0
1
2
)が
心
拍
の
測
定
に
使
用
．

 
 

 

５
－
５

 
ポ
ラ
ー
ル

 

P
ola

r 

活
動

量

計
・
手
首
型

心
拍
計

 

P
ola

r A
3
6
0
 

心
拍
数

(脈
拍

), 歩

数
, 
移
動
距
離

, 

活
動
量

, 消
費
量

, 

睡
眠
時
間

, 
睡
眠

の
質

 

心
拍
測
定
機
能
を
搭
載
（
別
売

の
P

ola
r H

7
心
拍
セ
ン
サ
と

も
連
携
）

 

 
1
4
日
間

 
 

92



表
2. レ

ビ
ュ
ー
結
果
（
続
き
）

 

通
し

 

番
号

 
メ
ー
カ
ー

 
製
品
名
･型
番

 
測
定
項
目

 

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に

 

関
連
す
る
項
目

 
学
術
論
文
に
お
け
る
使
用
実
績

 

バ
ッ
テ
リ
ー
持
続

時
間

 

最
大
計
測
記
録

時
間

 

６
－
１

 

P
h

y
sica

l 

E
n

terp
rises 

In
c. 

M
io 

M
io A

lp
h
a
,  

M
io A

lp
h
a
2
 

心
拍
数

(脈
拍

), 
歩

数
, 
移
動
距
離

, 
活

動
量

, 消
費
量

 

心
拍
測
定
機
能
を
搭
載

,  

（
睡
眠
管
理
機
能
な
し
）

 

・
A

lza
h

ra
n
iら

(2
0
1
5
)が

P
ola

r B
lu

etooth
 S

m
a
rt w

G
T

3
X

-B
T

(胸
部

)と

心
拍
を
測
定
し
て
比
較
．

 

・
W

a
llen

ら
(2

0
1
6
)が
比
較
研
究
に
使
用

(*b
)．

 

2
0
時
間

 
2
5
時
間

 

６
－
２

 
M

io F
U

S
E

 
心
拍
数

(脈
拍

), 
歩

数
, 
移
動
距
離

, 
活

動
量

, 
消
費
量

, 
睡

眠
時
間

, 睡
眠
の
質

 

心
拍
測
定
機
能
を
搭
載

,  

（
睡
眠
管
理
機
能
あ
り
）

 

 
2
0
時
間

 
1
4
日
間

 

７
 

ウ
ィ
ジ
ン
グ
ズ

 

W
ith

in
g
 

W
ith

in
gs 

W
ith

in
gs 

P
u
lse 

O
2
 

心
拍
数

(脈
拍

), 

歩
数

, 移
動
距
離

, 

活
動
量

, 消
費
量

, 

睡
眠
時
間

, 
睡
眠

の
質

 

心
拍
測
定
機
能
を
搭
載

 

（
本
体
を
バ
ン
ド
か
ら
外
し

て
指
先
で
測
定
）

 

・
K

ooim
a
n
ら

(2
0
1
5
)が
比
較
研
究
に
使
用

(*c)．
 

・
E

h
rler

ら
(2

0
1
6
)が
比
較
研
究
に
使
用

(*i)．
 

・
O

'C
on

n
ellら

(2
0
1
6
)が
比
較
研
究
に
使
用

(*h
)．

 

・
M

ercer
ら

(2
0
1
6
)が
比
較
研
究
に
使
用

(*e)．
 

2
日
間

 
 

８
 

ス
ン
ト

 

 S
u
u

n
to 

S
u

u
n

to 

T
6
 心

拍

計
 

※
旧
機
種
も
し
く

は
日
本
未
発
売

 

 
心
拍
測
定
機
能
を
搭
載

 
・

P
ä
rk

k
ä
ら

(2
0
0
9
), S

ook
a
n
 &

 M
cK

u
n
e(2

0
1
2
)が
心
拍
の
測
定
に
使
用
．

 

・
W

eip
p
ert

ら
(2

0
1
0
)が
比
較
研
究
に
使
用

(*j)．
 

 
 

９
 

ミ
ス
フ
ィ
ッ
ト

 

M
isfit 

M
isfit 

S
h

in
e, S

h
in

e2
 

歩
数

, 移
動
距
離

, 

活
動
量

, 消
費
量

, 

睡
眠
時
間

, 
睡
眠

の
質

 

心
拍
測
定
機
能
な
し

 
・

K
ooim

a
n
ら

(2
0
1
5
)が
比
較
研
究
に
使
用

(*c)．
 

・
B

rook
e(2

0
1
6
)ら
が
比
較
研
究
に
使
用

(*a
)．

 

・
E

h
rler

ら
(2

0
1
6
)が
比
較
研
究
に
使
用

(*i)．
 

・
B

a
iら

(2
0
1
6
)が
比
較
研
究
に
使
用

(*h
)．

 

4
ヶ
月
～

6
ヶ
月

 
（
ア
プ
リ
で

記
録
）

 

１
０

 
ナ
イ
キ

 

N
ik

e+
 

フ
ュ
ー
エ

ル
バ
ン
ド

 

F
u
elB

a
n

d
 

F
u
elB

a
n

d
 S

E
 

歩
数

, 移
動
距
離

, 

活
動
量

, 消
費
量

, 

睡
眠
時
間

 

心
拍
測
定
機
能
な
し

 
・

K
ooim

a
n
ら

(2
0
1
5
)が
比
較
研
究
に
使
用

(*c)．
 

・
B

rook
e(2

0
1
6
)ら
が
比
較
研
究
に
使
用

(*a
)．

 

･H
u
a
n
g
ら

(2
0
1
6
)ら
が
比
較
研
究
に
使
用

(*d
)．

 

･R
osen

b
erger

ら
(2

0
1
6
)ら
が
比
較
研
究
に
使
用

(*g
)．

 

・
M

ercer
ら

(2
0
1
6
)が
比
較
研
究
に
使
用

(*e)．
 

･B
a
iら

(2
0
1
6
)が
比
較
研
究
に
使
用

(*f)．
 

4
日
間

 
 

１
１

 
A

M
I
社

 
腕
時
計
型

活
動
量
計

 

A
ctig

ra
p
h
 

(ア
ク
チ
グ
ラ
フ

/ 

ア
ク
テ
ィ
グ
ラ
フ

) 

活
動
量

, 
睡
眠
時

間
, 睡

眠
の
質

 

脈
拍
測
定
機
能
な
し

 
・

S
a
k
a
m

oto
ら

(2
0
0
8
), 深

井
ら

(2
0
0
2
), 山

本
(2

0
0
6
), 三

橋
ら

(2
0
11

), 古

島
ら

(2
0
1
3
), 古

島
ら

(2
0
1
6
)が
睡
眠
状
態
の
測
定
に
使
用
．

 

・
R

osen
b
a
u

m
ら

(2
0
1
4
)が
睡
眠
状
態
の
測
定
に

A
ctig

ra
p
h
 G

T
3
X
を
使
用
． 

・
R

osen
b
erger

ら
(2

0
1
6
)が
比
較
研
究
に
使
用

(*g
)．

 

3
0
日
間

 
 

１
２

 
フ
ィ

リ
ッ
プ

ス
･
レ
ス
ピ
ロ

ニ
ク
ス
社

 

P
h
ilip

s 

R
esp

iron
ics 

A
ctiw

a
tch

 
A

ctiw
a
tch

 2
 

活
動
量

, 
睡
眠
時

間
, 睡

眠
の
質

 

脈
拍
測
定
機
能
な
し

 
・

M
cL

ea
n
ら

(2
0
0
5
)が

A
ctiw

a
tch

を
活
動
パ
タ
ー
ン
な
ど
の
測
定
に
使
用
． 

･松
本
ら

(2
0
1
4
)が
睡
眠
状
態
の
測
定
に
使
用
．

 

･小
玉
ら

(2
0
1
6
)が
生
活
リ
ズ
ム
の
測
定
に
使
用
．

 

 
3
0
日
間
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表
2. レ

ビ
ュ
ー
結
果
（
続
き
）

 

通
し

 

番
号

 
メ
ー
カ
ー

 
製
品
名
･型
番

 
測
定
項
目

 

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に

 

関
連
す
る
項
目

 
学
術
論
文
に
お
け
る
使
用
実
績

 

バ
ッ
テ
リ
ー
持
続

時
間

 

最
大
計
測
記
録

時
間

 

１
３

 
ミ
ニ
ミ
ッ

タ
ー

社
 

M
in

i 

M
itter C

o 

In
c. 

A
ctiw

a
tch

 
A

ctiw
a
tch

 A
W

6
4

型
 

 
脈
拍
測
定
機
能
な
し

 
・

K
u
sh

id
a
ら

(2
0
0
1
)が

p
olysom

n
og

ra
p
h
y
 (P

S
G

)と
測
定
精
度
を
比
較
．

 

・
有
井

&
名
取

(2
0
0
5
)が
睡
眠
状
態
の
測
定
に
使
用
．

 

 
 

１
４

 
エ
ス
テ
ラ

 
活
動
量
計
 

ラ
イ
フ
コ

ー
ダ

 

 
歩
数

, 
運
動
量

, 

消
費
量

, 
睡
眠
時

間
 

脈
拍
測
定
機
能
な
し

 
・
田
村

&
田
中

(2
0
1
5
)が
活
動
量
と
睡
眠
状
態
の
測
定
に
使
用
．

 
 

 

１
５

 
ス
ズ
ケ
ン

 
活
動
量
計
 

ラ
イ
フ
コ

ー
ダ

 

ラ
イ

フ
コ

ー
ダ

G
S

/M
e 

歩
数

, 
運
動
量

, 

消
費
量

, 
睡
眠
時

間
 

脈
拍
測
定
機
能
な
し

 
・
小
林
ら

(2
0
1
5
)が
活
動
量
と
睡
眠
状
態
の
測
定
に
使
用
．

 
 

 

１
６

 
B

od
y 

M
ed

ia
 

In
c. 

S
en

se 

W
ea

r 
P

ro 

A
rm

b
a
n

d
 

 
 

脈
拍
測
定
機
能
な
し

 
・
三
輪

&
笹
原

(2
0
11

)が
睡
眠
状
態
の
測
定
に
使
用
．

 

・
B

rook
e
ら

(2
0
1
6
)が
比
較
研
究
に
使
用

(*a
)．

 

・
V

a
ssb

a
k
k
-B

rovold
ら

(2
0
1
6
)が
活
動
量
の
測
定
に
使
用
．

 

 
 

１
７

 
東
芝

/ 

T
D

K
 

 

リ
ス
ト
バ

ン
ド
型
活

動
量
計

 

A
ctib

a
n

d
 

→
S

ilm
ee W

1
0
* 

 
脈
拍
測
定
機
能
な
し

 
・
鈴
木

(2
0
1
2
)が
睡
眠
状
態
の
測
定
に
使
用
．

 

・
宮
本
ら

(2
0
1
4
)が
製
品
開
発
に
つ
い
て
紹
介
．

 

 (*2
0
1
6
年
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
生
体
セ
ン
サ
事
業
を
東
芝
か
ら

T
D

K
へ
譲
渡

) 
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